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ファストファッションが及ぼす影響
（環境汚染産業第2位）

• 水も農薬も大量に使う綿花栽培→ 水不足、大気汚染、人的被害、土や川の汚染、生態系の破壊

• エネルギーの大量消費→原料調達から製造、輸送、廃棄→CO2の排出

• 有害物質の使用と水の汚染→服から有害化学物質が検出される、など

• マイクロファイバーによる河川や海洋汚染→食物連鎖で最終的に人体に影響を及ぼす可能性

https://www.greenpeace.org/japan/explore/fashion#problem
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Abstract ～研究方法～

調査対象

日本の高校卒業、現在大学生または大学院生（休学中でも可）

調査方法

グーグルフォームでアンケート（229人）

インタビュー（22人）
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未着用の服を持っている学生の64％（121人中77人）が服への
支出が一番多いと答えている

＝過剰消費の可能性？











約35％の人を
巻き込むこと
ができる！



回答者のポテンシャル



回答者のポテンシャル（アンケート）

● 値上げ反対：30.6％

● 25％までなら：45.4％

● 50％までなら：6.1％

● どちらともいえない：14％

その他



アンケートで分かったこと

• 日本人学生はファッション産業が及ぼす影響について認知不足

• 影響について理解すれば消費活動を見直す可能性が高い

• 環境問題解決のために行動していない約35％を巻き込める可能性

有効な解決策は何か？



学生の環境問題に対する行動

● 何もしていない (92)

● レジ袋を使わない (52)

● ごみの分別 (32)

● ペットボトルを使わない (16)

● 節電 (12)

● その他 (53)

・リサイクル (7)

・食品を無駄にしない (6)

・節水 (5)

・ストロー (4)

・ごみを捨てない (4)

その他



何が行動につながるか

レジ袋

2020年7月から有料化

2～5円の値段で売られる

ごみの分別

家庭ごみの分別

カフェなどで分別

自動販売機横のボックス



何が行動につながるか

レジ袋

2020年7月から有料化

2～5円の値段で売られる

ごみの分別

家庭ごみの分別

カフェなどで分別

自動販売機横のボックス

意識せずとも、または意識せざるを得ないこと
が人々が環境のために取り組んでいる行動



意識と行動の繋がり（仮定）

認知不足

政策・規則

認知

無意識的に
規則に従う

意識的に変わる

環境問題解決に
寄与する行動
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・海外のたばこのラベルの例

→強い印象を与えられた方が人々の行動に影響する可能性が高い



可能な解決策として

ーSNSの活用ー

・海外のたばこのラベルの例

→強い印象を与えられた方が人々の行動に影響する可能性が高い

SNSは現在広く使われている

→SNSを通して「情報を共有」だけではなく写真や絵を通して「強い印象」を！



ご清聴ありがとうございました


